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２０２３年１２月ＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ九州沖縄地方放送番組審議会は、１４日（木）、ＮＨＫ福岡放送局にお

いて、１０人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」

報道へのＢＰＯ意見について報告があり、議事に入った。 

会議ではまず、事前に視聴した、いちおし！九州沖縄 長崎スペシャル「こども放送

合唱団“わかば唱歌隊”～平和をつなぐ歌声～」について説明があり、放送番組一般も

含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に１月の番組編成の説明、視聴者意向および放送番組モニターの報告が行われ、

会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長  古荘 貴敏  (株式会社古荘本店代表取締役社長) 

副委員長  西野 友季子 (株式会社ニュー西野ビル代表取締役) 

委  員  いのうえちず  (株式会社 suikara 取締役) 

大館 真晴   (宮崎県立看護大学 教授) 

久保田 正廣 （西日本新聞社こどもタイムズ編集長 兼 特別論説委員) 

合原 万貴  (マルマタ林業株式会社 取締役) 

陳 優継   (株式会社 四海楼 代表取締役社長) 

増村 雅尚  (九州産業大学 人間科学部 スポーツ健康科学科 教授) 

吉島 夕莉子  (吉島伸一鍋島緞通株式会社５代目技術継承者 デザイナー) 

吉水 請子  (極東ファディ株式会社取締役商品経営本部本部長) 

 

（主な発言） 

 

＜いちおし！九州沖縄 

長崎スペシャル「こども放送合唱団“わかば唱歌隊”～平和をつなぐ歌声～」 

（総合 １２月２日(土)放送）について＞ 

 

○  戦争の場面がなくとも平和の大切さを考えさせられる新鮮な番組であった。岡山

直さんの娘や教え子たちのインタビューから、彼の音楽と平和への思いが受け継が

れていることがよく分かり、人物像も想像しやすかった。音楽とともに人生をおう

歌している教え子たちの姿を通じて、岡山先生への心からの敬意が伝わってきた。

たった一枚の写真から始まった番組であったが、脚本が明快で分かりやすく、静止
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画像を多用していても問題なく見ることができた。また、金澤利夫アナウンサーの

ナレーションは現代的な雰囲気がありすばらしかった。中盤のインタビューの中で、

阪本孝子さんがわかば唱歌隊の歌を歌う場面は、現代の長崎児童合唱団の面々が歌

う最後の場面に向かって、期待を高めてくれる伏線になっていた。これからもさま

ざまな視点から、平和について考えさせられるエピソードを見つけ出して伝えてい

ただきたい。 

 

○  戦争の中でも平和を願っていた方の思いについて丁寧に取材されていて、まとま

りがあった。出演者のインタビューからは、岡山直さんのあたたかい思いが伝わっ

てきた。また、その思いが歌を通じて現代にも残されていることを感じ、彼の歌が歌

い継がれるという結末には感動した。時代が進むにつれて当時を知る人の高齢化も

進んでいる中で、このような番組が制作されることで戦争を知る人々の思いを伝え、

忘れ去られることなくつながっていく。人々の気持ちに訴えかけ、考えさせるきっ

かけとなるという意味でも、今回のような番組の制作はテレビの大切な役割である

と感じた。 

 

○  資料として出てきた写真のすべてに出典が明記されていて、分かりやすかった。

一方で、岡山直さんの生い立ちや、合唱団創設のきっかけについてはもう少し詳し

く知りたかった。平和についての話題で原爆が出てきたのは、長崎の番組らしい構

成だと感じたが、同時にやや唐突にも感じた。平和のあり方については、さまざまな

形で描かれていてもよかったのではないかと思っている。当時の教え子たちにとっ

て、わかば唱歌隊の活動がどのような点で生きがいとなっていたのか、もう少しイ

ンタビューで聞きたかった。また、わかば唱歌隊の活動の経歴について、時系列的な

テロップや文字情報があればよかった。 

 

○  戦時中に戦争の話はせず、子供たちが楽しく歌うことだけを大事にするというこ

とは、簡単なことではなかったと思う。出演している方がみな「わかばの歌」を口ず

さんでいたのが印象的で、音の記憶というものは人々の記憶の中によく息づいてい

るのだと感じた。年齢を重ねても音楽を続けている人のインタビューからは、当時

の人々の思いが次の世代へと受け継がれていることがよく分かった。復元された「わ

かばの歌」が現在のＮＨＫの児童合唱団によって歌われるという最後の場面は、過

去から未来へと希望をつないでいるようにも見えてすばらしかった。岡山直さんの

「さまざまな国の人たちと音楽を介して平和な世の中を作ることができる」という

思いのように、今後もこのような平和への思いをテーマにした番組が制作されるこ

とを期待している。 
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○  戦争や原爆に翻弄された歴史に埋もれた事実を掘り起こし、平和を問う貴重な番

組だった。当時を知る高齢の方々の証言の明瞭さに驚きを覚えると同時に、貴重な

映像記録になっていると感じた。岡山直さんが、戦争に対して拳を上げて反対を表

すのではなく、歌を通してあらがっていたということが印象的であった。当時の教

え子たちが高齢になってもそれを覚えているということから、岡山さんの信念が伝

播したのだと感じた。ところで、ＮＨＫにも資料が残っていなかったというわかば

唱歌隊について、どういった経緯で今回の番組を制作しようと考えたのかをお聞き

したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

被爆者への取材を続ける中で、太平洋戦争初戦の真珠湾攻撃の

際の魚雷を製造していた工場である、長崎の三菱兵器製作所大橋

工場に行き当たった。当時魚雷の製造に関わっていたという方に

会いに鹿児島県垂水市に行ったところ、その方が持っていた資料

に記されていた 「三菱兵器製作所の歌」を作ったのが岡山直さん

だった。岡山さんが長崎で被爆していてふるさと福島に戻った と

いう経歴を知ったのが興味を抱くきっかけとなり、その後取材を

深めていくことで今回の番組制作に至った。 

 

○  岡山直さんについての数々のインタビューを通して、平和の中で生きていけるこ

と、音楽で幸せを感じることはすばらしいことだという価値観を持つ人を数多く育

ててきた方であることがよく分かった。岡山さんの「教育は技術ではなく信念だ」と

いう言葉には感銘を受けた。師範学校で岡山さんに音楽の教えを受けた築城昭平さ

んが、戦中は岡山さんを周囲の評価に合わせて頼りない先生だと思っていたが、今

思えば平和の尊さを真に伝えてくれていたのだと振り返っていたことばが印象的で

あった。戦時中にこのような行動をしていた人に着目して、番組を制作することは

すばらしいことだと感じた。その一方で、昭和８年から２０年まで１２年間のわか

ば唱歌隊の活動についてはもう少し時系列で知りたかった。 

 

○  長崎のローカル番組ということで地元に密着した内容なのかと思っていたが、原

爆や広島の話題、アメリカで歌手になっている方の出演もあり、さまざまな意味で

広がりのある番組であった。緩急のつけ方や場面の切り替えがすばらしく、出演者

の方々のことばが明確かつ的確で、２５分間集中して視聴することができた。一方

で、タイトルについては「音楽教師」や「指導者」といった、戦争の中で奮闘した音

楽教師の岡山直さんをイメージできるようなことばがあれば、さらによかったので

はないかと感じた。周りの先生が軍国主義に邁進する中で、平和への信念を貫き通
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したということについては、当時の学校の先生たちが置かれていた環境についても

う少し描かれていたら、岡山さんの信念がより立体的に見えてきたように思う。ま

た、今回の番組では多くの高齢者の方々に取材していたが、ことばを引き出すうえ

で工夫したことがあれば教えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

出演していただいた方々はこちらが何も言わずとも、わかば唱

歌隊の歌や岡山先生の教えについて話をして下さった。岡山先生

の教えが当時の子どもたちにも強く、９０年以上にわたって浸透

していたのだと思う。 

 

○  埋もれていた生活文化の歴史を見事に掘り起こしたすばらしい番組だった。出演

している方々が９０歳近くの高齢になっても、何らかの形で音楽に関わりながら豊

かな生活を送っていて、人間の形成において幼少期の体験は重要なのだと実感した。

昭和８年から２０年までの１２年間の「わかば唱歌隊」の活動について、ラジオから

流れる子どもたちの歌声は戦時下において大きな価値があったのではないかと考え

るが、長崎の方々はどんな印象で聞いていたのかが分かれば教えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

頻度は不明だが、当時は夕方６時台の「少国民の時間」という

番組内でわかば唱歌隊の歌を放送していたと思われる。元わかば

唱歌隊のみなさんからは、ラジオが一家に１台あるかないかとい

う時代で、家族が聞いて喜んでいたと聞いた。音楽の普及におい

てラジオが大きな役割を果たした当時において、子どもたちの歌

声も重要なコンテンツであったことが分かった。 

 

○  戦前、戦中に子ども時代を過ごした方はみな、歌というものを大事にしていて、戦

場への道すがら軍歌を歌って自分を鼓舞したという人もいる。音楽の自由がなく

なっていく時代に、軍歌や戦争の歌を子どもたちに歌わせなかったという岡山直さ

んのエピソードからは反骨精神を感じた。元わかば唱歌隊のみなさんの「わかばの

歌」は跳ねるように歌っていたのが印象的であったが、現在のＮＨＫ長崎児童合唱

団は流れるような歌声であった。これについて、何か演出の意図はあったのかが気

になった。また、原爆については近現代を描く際には避けては通れないものとして

あったという印象で、この番組ではあまり強調していないように感じた。いずれに

せよ、ローカル番組に留める内容ではなく、２５分に収まらなかった部分もあれば

それも含めて、ぜひ全国放送してほしい番組であった。 
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（ＮＨＫ側） 

歌唱方法については演出の意図はなかった。岡山直さんの娘で

ある荻原晶子さんが記憶を頼りに制作した楽譜に、「自由に歌って

ください」というメッセージを添えて、今のＮＨＫ長崎児童合唱

団に渡した。よって、流れるような歌声は彼らなりの歌い方によ

るものだと思われる。また、原爆については出演している９０歳

以上の方々はそれぞれが被爆者であったが、今回は２５分という

時間の制約がある中で音楽について焦点を絞ったことから、原爆

に関するエピソードが強くなり過ぎないことを意識した。 

 

○  歴史上名前は知られていなくとも、すばらしい人々が日本を支えてきたのではな

いかという気づきを、今回の番組を通じて得ることができた。粘り強い取材のおか

げで、岡山直さんという存在が見いだされたことは価値がある。また、一人の教師の

影響がどれほど大きいかということも実感した。８０年以上前の先生のことを強烈

に覚えているという状況はなかなかないことで、教員不足と言われる現代でも、人

を導く存在は重要だと改めて考えさせられた。「わかばの歌」を復活させて、現在の

児童合唱団が歌うことで過去と現在をつなぐという演出はすばらしかったが、この

アイデアはどのような経緯で生まれたのかを教えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

「わかばの歌」を復活させるというアイデアは、全局体制で開

催している長崎局の番組提案会議の中で、事業の担当者からコロ

ナ禍のため活動がなかなかできなかったＮＨＫ長崎児童合唱団に、

番組の中で歌を歌う機会が設けられないかと提案があったことか

ら生まれた。これを機に、今後も関係性を広げていきたいと考え

ている。 

 

（ＮＨＫ側） 

戦争の記憶を掘り起こし、現在、そして未来につなげていくこ

とが、ＮＨＫとして大切だという評価を頂いた。再来年には原爆

投下８０年という節目を迎え、まもなく被爆者がいなくなる時代

を迎えようとしている。どのように戦争の記憶をつないでいくの

かということは、長崎のみならず日本の課題でもある。ＮＨＫだ

けではなく、さまざまな企業や市民のみなさまたちと連携して、

どのようにして戦争の記憶を未来につなぎ、平和へのメッセージ
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を伝えていくか、引き続き考えていきたい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月１７日(金)のザ・ライフ「“可能性”を見極める～ホークスのスカウト最前

線～」を見た。３点ほど気になるところがあった。まず、投手が投球する際のリリー

スの角度として９２度と表現していたが、画像を見ると一般的なリリースの部分の

映像ではなく、違和感があった。続いて、ドラフトで２番目に指名した選手の練習風

景の映像の出典がソフトバンクホークスと記載されていたが、ドラフト前に接触が

あったのではないかと気になった。最後に、スカウトが選手の目の輝きが大切と発

言していたが、スカウト自身が「やる気は人一倍あったが技術がなくプロを引退し

た」と発言していて、矛盾があるのではないかと感じた。今回の番組で取り上げた選

手について、継続した取材を期待したい。 

 

（ＮＨＫ側） 

番組は、ソフトバンクに密着してスカウトのデータ分析と昔な

がらのスカウトの目で選ぶという二つのポイントについて取り上

げている。ご指摘いただいたリリース部分の説明と、練習風景の

映像の出典については、内容を確認したうえで後日回答したい。

また、選手の目の輝きについては、スカウトの担当者の思いとい

うことで、今後に期待をしていただきたい。 

 

○  １１月２４日(金)「サトリポ～アジア留学生リポート～ ウズベキスタン」

（総合 後11:00～11:25九州・沖縄ﾌﾞﾛｯｸ）を見た。大分県にある私立大学の

学生が里帰りして、自分のふるさとを案内していくというもので、映像が美

しく、旅番組として質の高いものになっていた。大分の大学の留学生がウズ

ベキスタンとつながっているという実態を知ることができてよかった。 

１１月２６日(日)のＮＨＫスペシャル「シリーズ“食の防衛線”主食コメ・

忍び寄る危機」を見た。大規模な農家が経営に失敗して破産したという冒頭

の内容にはインパクトがあった。担い手の減少について、大分県豊後大野市

のスポットワーカーや特定技能外国人労働者に働いてもらっているという

工夫の解説は分かりやすかったが、米の流通や価格の問題について、もう少

し掘り下げてほしかった。また、流通の解決策として、有機米を小・中学校

の給食用として市が買い取っているという事例はよかったが、その背景にあ
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る事実などをもう少し説明してほしかった。さらに、スイスの所得補償の最

後の結論づけについても、どのような経緯で国民の総意が得られたのか、も

う少し詳細な説明が必要だと感じた。米の問題は５０分に収まらない重要な

テーマでもあることから、３回シリーズくらいで伝えてほしいと思った。 

 

○  １１月２６日(日)のＮＨＫスペシャル「シリーズ“食の防衛線”主食コメ・忍び寄

る危機」を見た。働き手の高齢化に伴って米の自給率が危ぶまれていることについ

て、その経緯をひもとくような内容だったが、番組を視聴して自分の考えを持つに

は、もう少し掘り下げが必要だったように感じた。生産農家の方々の窮状を伝える

事例は豊富だったが、背景の説明が不足していると感じた点があった。そもそも食

糧法が施行された後、なぜここまで生産性が向上してこなかったのかなど、また別

の番組でも知りたいと思った。非常に難しい背景のあるものを取り上げた番組で、

考えさせられる点が多く、自分で調べていきたいと思うきっかけになった。改めて

この問題を取り上げた番組があれば、ぜひ視聴したい。 

 

○  １２月２日(土)のＮＨＫスペシャル「龍がとぶ島 奄美」を見た。「この島には龍

が出る」というナレーションと台風で荒れる海の映像の冒頭には引きつけられた。

また、自然の脅威である台風が日常となっている島の人々のたくましさを感じた。

「破壊は創生の準備」ということばが印象的で、台風によってもたらされる災害と

恵みをさまざまな映像を通して知ることができた。プロサーファーであり素潜り漁

師でもある碇山勇生さんの素潜りの漁のシーンは、ＮＨＫならではのカメラワーク

で迫力があった。一方で、奄美では龍が台風であると伝えられているということに

ついては、本当に全島の人々がそのように話しているのか疑問に思った。田中泯さ

んのナレーションは淡々としていて深みがあり、番組に彩りを与えていた。今回の

番組では、さまざまな台風を追っていて長期にわたる取材だったかと思うが、どの

ように撮影していたのか興味深く感じた。碇山さん以外の奄美の人々の暮らしにつ

いても掘り下げてもよかったと思うが、すべてにおいて見応えのあるすばらしい番

組だった。 

 

○  １２月７日(木)のＢＳスペシャル「特攻４０００人 生と死そして記憶」（ ＢＳ 

後 10:40～11:39）を見た。ＣＧが非常に分かりやすく、日本全国の特攻隊で亡くなっ

た方々の本籍地を地図上にプロットするＣＧはとくに魅力的なデザインだった。１

５年という長期間にわたって特攻の取材をしてきたというディレクターが、特別に

閲覧を許可されたという江田島の術科学校の資料は非常に興味深かった。また、今

だから可能になった解析によって米軍の記録や日本軍の記録を照らし合わせ、機体
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に乗っていた人を特定したという研究者の話はおもしろかった。さらに、公文書の

公開制度は民主主義を支える根幹と捉えているが、それらを後日きちんと公開する

というアメリカの公文書館の制度には、改めて感銘を受けた。全体的に構成がよく、

さまざまな伏線を最後に回収する流れが見事で、特攻特有のエモーショナルな雰囲

気が理由なのか、数多くの登場人物も容易に把握することができた。ただ一方で、こ

の番組は特攻についての事実を淡々と述べていたが、結論をどう受け取るかは視聴

者に委ねられていることから、特攻に対して賛否どちらとも捉えられる番組になっ

ている点については、危うさも感じた。戦後８０年を２年後に控える中、戦争を知る

人の取材は今がラストチャンスとよく言われるが、一方で戦後５０年ぐらいではま

だ生々しくて語れなかったということもある。その意味では、今だからこそできた

検証による番組だと感じた。 

 

○  １２月８日(金)の長崎スペシャル「ユクサキナガサキ 見つけたい私たちの未来」

（総合 後 7:30～8:13 長崎県域）を見た。県内の大学生たちが「若者が暮らしたく

なる長崎に変える」アイデアを生み出すことを目標に討論し、発表するという内容

だった。ある学生たちが、広島への視察で謎解きまち歩きをしながら「謎解きに集中

し過ぎると周囲をあまり見ないので、まち歩きという本来の目的ができない」と気

付く場面があった。大学生のメンバーが、まちづくりやまちおこしに長く関わって

きた大人と全く同じ気付きを得ていて驚いた。大学生の中には、長崎から離れよう

とは思っていないという人だけでなく、逆に長崎を早く出たいと言っている人もい

て、実体験がある私自身の立場としては、地元を離れてふかんして見ることも大切

なことだと感じた。最終的な発表の内容は、期待したような奇抜なアイデアではな

かったが、協議をする機会があったこと自体に価値があったのだと思う。ただ、まち

おこしで一番大切なのは自分たちが課題を発見することであり、その意味では大学

生にお題を与えて解決策を考えてもらうのではなく、課題を発見させることに注力

してもよかったのではないか。 

 

○  １２月８日(金)プラスみやざき「離島で発見！ ラストファミリー宮崎・島民４

人の島」を見た。島民４人、平均年齢７７歳の串間市の築島という島が、丹念な調査

と文献資料の的確な提示によって紹介されていて、深みのある番組だった。江戸時

代まで無人島だった島が昭和４８年には島民 114 人となった過程を、学校の校史や

系図などを的確に示して伝えていて、島の発展の経緯がよく分かった。視聴者が新

たな気付きを得られるような番組だと感じた。今また無人島になろうとしているこ

の島の行方を、今後も継続して取材してほしい。 
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○  １２月８日(金)のくまもとの風「よみがえる阿蘇の魂 ～楼門復旧への７年～」

を見た。震災を扱った番組は暗いものになりがちだが、震災によって得られるもの

もあるという前向きなテーマがよく伝わってきた。歴史的建造物は、いつの間にか

あって当たり前のものとなっていて、なくなったときの喪失感によって初めて、自

分の中で重要だったと見直す機会になるのだと感じた。また、身近な建造物が壊れ

て、それを修理する建設業界の人たちの姿を放送で伝えることで、人手不足の建設

業界を志望する若者が増える効果もあるのではないかと思った。特に、宮大工の與

那原幸信さんの若手技術者の育成方法は、若者にとっても魅力的なものではないか

と感じた。７年間にわたって取材し続けたことは、ＮＨＫならではのすばらしい点

であった。ところで、今回の放送では番組の途中で生放送に切り替わる演出になっ

ていたが、その意図について教えていただきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

今回の番組は現存していなかった楼門の設計図を新たに制作し

たというエピソードや、昔の技術が今に引き継がれていく様子な

ど、単に修復するだけではなく、未来へどうつなげていくかとい

う形で描いた。生放送については、番組の演出上の関係で変化を

つけるための工夫であった。 

 

○  １２月１３日(水)のナンブンノイチ「（２）１００分の１のヒトって？ １年以上

「育休」をとった男性」（Ｅテレ 後 7:55～8:00）を見た。昔と比べれば男性も育児

休暇を取得しやすくなっているように思うが、この番組で紹介されている男性は１

年取得したということで、夫婦の話し合いの様子や育児休暇取得の背景など、もっ

と詳しく知りたくなった。父親が子供と一生懸命に向き合っている姿がリアルで心

を打たれ、共感できる子育てや家族の優しい風景が多く、心が温かくなる番組であっ

た。一方で、地方で暮らす同じ境遇の方の実際の生活を取材すれば、視聴者はもっと

身近に感じることができたのではないかと思った。このような番組を多くの人が視

聴することで、育児休暇についての意識が変わっていってほしい。 

 

○  最近「ニュース７」などの定時ニュースにおいて、ＡＩアナウンサーの活用が広

がっている印象があるが、アナウンサーという仕事には、経験を積み重ねた技術が

必要であると考えている。一つのテーマをじっくり聴くことができる「ラジオ深夜

便」や、ひきこもり当事者の悩みを受け止めるアナウンサーの表情などが映像でも

わかる「みんなでひきこもりラジオ」は、アナウンサーの技術の大切さが感じられ、

これからの時代に求められる番組だと感じている。また、ＡＩの新技術を導入する
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と、若い職員が経験を積む機会が奪われるのではないかという議論もある。ＮＨＫ

として今後ＡＩの活用をどのように広げていくのか、計画があればお聞きしたい。 

 ＮＨＫ放送文化研究所の塩田雄大研究員「変わる日本語、それでも変わらない日

本語 ＮＨＫ調査でわかった日本語のいま」を読んだ。放送文化研究所の活動はイ

ンターネットでも閲覧できるが、より多くの一般の視聴者が利用できるように展開

する計画があれば伺いたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＡＩの活用については、リソースに限りがあるというのが背景

にあるが、在留外国人の方に向けて日本語のニュースを英語やポ

ルトガル語など多言語でお届けすることができるというメリット

もあるので、開発と研究を重ねていく。一方で、緊急報道などの

対応についてはアナウンサーの技術と経験が不可欠である。生身

の人間が経験を積み、専門性を高められるような機会を確保して

いくことを引き続き考えていきたい。 

放送文化研究所は、一般の視聴者の方も研究内容が分かる月報

などをホームページに掲載している。放送 100 年に向けて、文研

のさまざまな知見を社会に還元できないか、可能性を探っている

段階である。 

さまざまなご意見を頂き感謝する。課題も含めていただいたご

意見については制作現場とも共有し、番組の改善に役立てて、今

後も期待に応えられるようにしていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

県域放送の番組を含め、今回も貴重なご指摘やご意見を頂き感

謝している。なお、制作現場への確認が必要なご意見については、

次回以降の審議会の場で回答できたらと考えている。 

 

 

ＮＨＫ福岡放送局 

番組審議会事務局 


